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       令和７年度  瑞穂台小学校 学校評価書 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

人間尊重の教育を基盤として，よい校風の樹立と２１世紀を担う人づくりを目指し，社会の変化に主体的に対応

できる心豊かでたくましい人間の育成を図る。 

・ よく考え 自ら学ぶ子   ・ 心豊かで 思いやりのある子   ・ 自ら行動し たくましい子 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

誰もが安心して学べ，居がいのある学校で，未来を担う子供たちを育む 

合言葉「よく学び 心のふるさと みずほだい」 

【安心して学べる学校とは】 

・ 児童一人一人の教育的ニーズを把握し，丁寧な指導・支援を行う学校 

【居がいのある学校とは】 

・ 子供たちが認め合い協力し合える居心地のよい場となるよう，工夫した教育活動を行う学校 

【未来を担う子供たちとは】 

・ 自らの夢やよりよい社会に向け，困難を乗り越えようとすることができる児童 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

○⑴ 活用できる知識・技能を習得するとともに，思考力・判断力・表現力等を育む。 

○⑵ 認め・褒め・励ます教育に取り組むとともに，自己肯定感，挑戦するたくましさ，思いやりなどを育む。 

○⑶ 体力・保健・食・安全に関する教育の充実を図り，それらを関連させ適切に判断し行動できる力を育む。 

○⑷ きめ細かな学級経営，課題の早期発見・早期対応等に取組，安心して過ごせる学校づくりを行う。 

○⑸ 児童一人一人に応じた寄り添った指導・支援を行い，自信と意欲をもって過ごせる学校づくりを行う。 

⑹ 教職員の資質・能力の向上を図るとともに，いきいきと働くことができる職場づくりを行う。 

⑺ 地域の教育資源を活用できる体制を整えることにより，地域と連携・協働した学校づくりを行う。 

 

４ 教育課程編成の方針 

⑴  関係法令・学習指導要領・本市の計画・令和７年度指導の重点等を踏まえて編成する。 

⑵ 各教科・領域及び行事等の目標や内容を見通し，相互に関連付けながら編成する。 

⑶ 教育活動の成果と課題を把握し，成果の伸長や課題の解決を図れるように編成する。 

⑷ 高学年を中心に，効果的に教科担任制を取り入れて編成する。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

⑴ 学校運営 

児童が安心して学び，居がいのある学校となるために，教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼され

る教職員を育てる。 

・ 教職員が高い指導力と専門性を身に付けるとともに，強い使命感や情熱をもって日々の指導を行う。 

・ 校長のリーダーシップのもと，全教職員が力を発揮しチームとして協力し合いながら指導にあたる。 

・ 業務の効率化や労働時間の適正化を進め，心身ともに健康な状態で職務を遂行する。 

⑵ 学習指導 

○自他を尊重し，主体的に学びに向かう児童の育成に努める。 

⑶ 児童指導 

○自分を大切にするとともに，他者の存在を尊重する心豊かな児童の育成に努める。 

⑷ 健康（体力・保健・食・安全） 

○自らの健康・安全を考え，目標に向かって継続して挑戦する児童の育成に努める。 

  

【瑞穂野地域学校園教育ビジョン】 

９年間の連続した学びの中で， 

生きる力（確かな学力，健やかな体，豊かな人間性・社会性）を育てる小中一貫教育 

～言語能力を身に付け，他者と関わりあいながら，たくましく成長する児童・生徒の育成～ 
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６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 

評 価 
○：指標達成 ▲：指標未達成 

Ａ拡充 Ｂ：継続 Ｃ：縮小・廃止 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた指導の充実を図る。 

・既習内容を生かして自分の考えを

持てるような課題を設定する。 

・グループ学習等を取り入れ，「友達

の考えを知る」「自分の考えを発信す

る」楽しさを感じられるような場面を

位置づける。 

・学習の見通しをもてるように，単元

の初めにゴールを示すとともに，学習

目標に照らした振り返りを行う。 

 

②目的意識をもって対話できるよう

に，対話の必然性のある課題を設定

し，相手の意図を考えながら聞いた

り，それを踏まえながら自分の考えを

まとめたりさせるなど，発達段階に応

じた指導を継続的に行う。 

B 

【達成状況】 

▲児童   ８８．０％  

〇教職員 １００．０％  

・指標を達成できなかったが，学力テス

ト等で市の平均を上回っており，成果が

表れている。 

 

【次年度の方針】 

・①について，児童が主体的に学びに向

かう場面を数多く設定する。 

 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①道徳の時間を中心に，学級活動や

「心を育む時間」などでも心を育む場

を意図的に設けるとともに，「ふわふ

わ言葉」の掲示などを工夫する。 

 

②児童の意識化を図るために，「みず台

３つの約束」を朝会で取り扱う。  

 

③教育相談を活用し，相手を思いやる

ことなどについて指導・支援するとと

もに，早期に児童の悩みに対応するた

め，相談ポストの活用方法を工夫する。 

B 

【達成状況】 

▲児童  ８５．７％ 

〇教職員 ９５．８％ 

・指標を達成できなかったが，道徳の授

業を通して，思いやりの心を育むことが

できた。 

【次年度の方針】 

・①②③を継続し，児童同士のトラブル

が起きた際には，丁寧に指導する。 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①学校教育目標や学年目標の具現化

を図る。 

・学期や行事の個人目標を掲げさせ，

スモールステップでの支援や達成へ

の自己評価の機会を設ける。 

・保護者と目標や成果を共有する。 

 

②運動を通して粘り強さを育てる。 

・各種検定表の達成に向け補助具等

を活用するとともに，長期休業の課題

とし，家庭と連携して取り組む。 

・「元気っ子チャレンジ」を奨励する。 

 

③認め励ます教育を推進するととも

に，各種便りやＨＰ等で「目標に向か

う様子」や「粘り強く取り組む様子」

を積極的に発信する。 

B 

【達成状況】 

▲児童  ８７．３％ 

○教職員 ９５．８％ 

・児童の指標は達成できなかったが，市

の平均と同程度である。 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①健康診断の結果や受診勧奨の通知

を速やかに配付する。また，養護教諭

を中心とし,個別性に配慮した保健指

導の充実を図る。 

 

②児童自らが危険を予測し回避でき

る能力を育成するために，災害や不審

者を想定した避難訓練を実施する。 

 

③外遊びを推奨するとともに, 「校庭

でのきまり」を周知徹底する。 

B 

【達成状況】 

〇児童  ９１．２％ 

〇教職員 ９５．８％ 

・指標を達成した。 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 
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１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①振り返りの場を大切にした授業を

展開したり，児童の成長を認め励ま

す機会を設定したりする。 

 

②授業や朝の会・帰りの会，共遊等

において，児童が自分のよさを感じ

たり，友達と認め合ったりする場を

設定する。 

 

③なかよし瑞穂野やクラブ活動な

ど，異学年交流活動の場を設定する

とともに，その中での好ましい言動

等を放送や掲示で紹介する。 

B 

【達成状況】 

▲児童  ８５．５％ 

○教職員 ９５．８％ 

・児童の指標は達成できなかったが，異

学年交流の場でお互いに協力している

様子が見られる。 

 

【次年度の方針】 

・②において友達と認め合う場を増や

す。 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①目的意識をもつことができる授業

作りをする。 

・外国語科や外国語活動の時間，教員

と児童，また児童同士が英語でコミュ

ニケーションを取るよう，言語活動の

充実を図る。 

・ＡＬＴと積極的に コミュニケーシ

ョンを図る授業を展開する。 

 

②給食時に英語の音楽を流すなど，児

童が英語に触れる機会を多くする。 

 

③ＡＬＴとの交流給食や昼休みの共

遊，清掃の時間等を設定する。（特に，

英語でのあいさつ） 

B 

【達成状況】 

▲児童   ７６．７％  

〇教職員 １００．０％  

・指標を達成できなかったが，ＡＬＴと

コミュニケーションを図る機会や，給食

時に英語に触れる機会が増えた。 

 

【次年度の方針】 

・①について，教員と児童，また児童同

士が英語でコミュニケーションを取る

活動を充実させる。 

 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①教科等の学習内容と関連させ，地域

や市の施設，歴史，食や伝統文化など

に触れる機会を多く設定するととも

に，他市町村の特色等と本市とを比較

できるような授業展開を工夫する。 

 

②掲示コーナー，放送，朝会など，本

市の魅力を分かりやすく伝える場を

工夫する。 

 

③他教科の学習で，更に宇都宮学との

関連を図るとともに，掲示物などで視

覚的にとらえられる場を設ける。 

B 

【達成状況】 

▲児童   ８５．９％  

〇教職員 １００．０％  

・児童の指標は達成できなかったが，前

年度比+２．６ポイントとなった。 

 

【次年度の方針】 

・「宇都宮の良さ」について興味のもて

るような掲示コーナーや，給食時の宮っ

子ランチ放送が，ポイントの上昇につな

がったと考える。そのため，引き続き今

年度の取組を継続する。 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①積極的に端末を活用した授業を展

開していくとともに，各メディアの特

性を理解したうえで，調べ学習等での

図書資料活用も行う。 

 

②各教科等の中で，調べ学習や話し合

い活動，まとめなどそれぞれの学習過

程において，児童が積極的に端末を活

用するよう授業展開を工夫する。 

B 

【達成状況】 

▲児童   ８８．９％  

〇教職員 １００．０％  

・児童の肯定的回答についての指標は

達成できなかったものの，指標まであと

１．１ポイントと迫った。 

 

【次年度の方針】 

・①について，学校図書館司書と連携を

とって，適切な時期に図書資料などを活

用できるようにする。  
２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①自然の恵みへの感謝や命の大切さ

などと関連付けながら，学校農園や花

壇の整備，田植えや蛍の飼育などの体

験活動に取り組む。 

 

②各教科等での環境問題や国際理解，

防災や食をテーマとした学習の中で，

具体的なＳＤＧsの視点を意識した展

開を実践する。 

 

③学校図書館や掲示板にＳＤＧsコー

ナーを設ける。 

B 

 

【達成状況】 

○児童  ９１．０％  

▲教職員 ８３．３％  

・児童の指標を達成することができた。

教職員の指標は達成することができな

かったが，前年度比+２２．６ポイント

となった。 

 

【次年度の方針】 

・②について，動画を適切に活用し，児

童が持続可能な社会について関心をも

てるようにする 
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３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①特別な支援を必要とする児童に関

して，日々の情報交換を行うととも

に，校内支援委員会や職員会議後の情

報交換等を実施する。 

 

②特別な支援を必要とする児童の個

別の支援計画を作成するとともに，保

護者と密に連携し，児童の状況や支援

計画等について共通理解を図る。 

 

③通常学級と特別支援学級，かがやき

ルームが適宜連携を図るとともに，必

要に応じ，ＳＣや関係機関の助言を受

けながら指導にあたる。 

B 

【達成状況】 

○教職員 １００％ 

・指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答９０％以上 

①「いじめゼロ強調月間」等において，

アンケート（年４回）や標語作成，教

育相談における児童に寄り添った面

談等を実施する。 

 

②いじめ振り返り心のチェックシー

トの活用や，道徳や学級活動の時間に

いじめを題材とした授業を行う。 

 

③学級懇談会やＨＰ，各種たより等

（特に，学年だよりの「心のふるさと

コーナー」）を活用して，積極的にいじ

め対策を保護者へ発信していく。特に

「いじめゼロ強調月間」における発信

を強化する。 

 

④いじめ発生時は，いじめ防止基本方

針等に基づき，児童や保護者に寄り添

いながら迅速に組織的に対処する。 

B 

【達成状況】 

○児童   ９７．５％  

○教職員 １００．０％  

▲保護者  ７５．６％  

・指標を達成できなかった。 

・保護者の肯定的回答は設定値を大き

く下回ったが，児童の肯定的回答は前年

度比＋０．９ポイントとなった。 

 

【次年度の方針】 

③について，保護者への発信の仕方を工

夫する。 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答９０％以上 

①道徳や学級活動の時間を活用して，

互いの良さに気付かせるとともに，思

いやりの心を育む。 

 

②分かる授業や個に応じたきめ細か

な指導を実践する。 

 

③教育相談，各種アンケート，Q-U検

査等の結果を活用するとともに，ＳＣ

や関係機関とも積極的に連携を図る。 

 

④別室登校ができる部屋の確保など，

短い時間でも児童が学校に来ること

ができる環境を整える。 

 

⑤欠席した児童と保護者が安心感を

持ち，登校への意欲が高まるように，

電話連絡や家庭訪問を行うとともに，

端末を有効に活用する。 

B 

【達成状況】 

○児童   ９５．４％ 

○教職員 １００．０％ 

▲保護者  ８４．０％ 

・指標を達成できなかった。 

・児童と教職員の肯定的回答は市平均 

と同程度であったが，保護者は－４・８

ポイントとなった。 

 

【次年度の方針】 

・これまでの取組を継続する。  

・①については，居がいのある学級づく 

りを行うために，分かる授業や個に応じ 

たきめ細かな指導を実践する。 
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３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者の 

肯定的回答９０％以上 

①児童一人一人が居がいのある学級

づくりに努める。 

・個々のよさを認めるとともに，自ら

思考・判断できる場を保障する。 

・楽しく分かる授業の工夫をしたり，

さまざまな教科で話し合い活動を重

視したりする。 

 

②なかよし瑞穂野などの異年齢集団

活動において児童一人一人の主体的

な活動を促す。  

 

③「ぽかぽか掲示板」の活用や児童の

作品掲示の仕方，学校だよりや学年だ

よりを活用した家庭への発信の仕方

を工夫するとともに，全児童を対象に

学校長表彰を行う。 

B 

【達成状況】 

○児童   ９５．８％ 

○教職員 １００．０％ 

▲保護者  ８３．９％ 

・指標は達成できなかったが，①②③の

取組は十分に達成できた。 

【次年度の方針】 

・保護者への効果的な発信をする。 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者の肯定的回答 

９０％以上 

⇒教職員の肯定的回答 

１００％ 

①児童が授業での学びを実感・自覚で

きるように，「めあて」の明確化と「振

り返り」の充実を図る。 

 

②ノート・端末活用について，学年等

で共通理解を図るとともに，思考表現

の場としても活用し，論理的に記述す

る力を育む指導の充実を図る。 

 

③習熟度別学習や少人数指導など，実

態に応じた効果的な学習形態を工夫

する。児童が身に付けた力を活用でき

るような授業を展開するとともに，個

に応じた習熟問題を活用する。 

 

④学力向上に向けた取組について，Ｈ

Ｐや懇談などで保護者にも発信し，啓

発を行う。 

B 

【達成状況】 

〇児童   ９６．８％  

〇教職員 １００．０％  

▲保護者  ８２．１％ 

・指標を達成できなかったが，学力テス

ト等で市の平均を上回っており，成果が

表れている。 

 

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答 

１００％ 

①チームとして，学習指導や児童指

導，各担当業務に取り組む。 

・各部会（学年主任会・児童なかよし

部会・情報部会）の活動を活性化する。 

・学校図書館司書，学校栄養士，かが

やきルーム指導員，スクールカウンセ

ラー等と日頃から連携し，児童の状況

や支援方針等を共有する。 

 

②学校全体に関する課題や，いじめ，

不登校，事件事故等に関しては，初期

段階から児童指導主任や特別支援コ

ーディネーター，管理職が関わり，組

織的に対応する。 

 

③気兼ねなく相談し合える雰囲気づ

くりに努める。 

B 

【達成状況】 

○教職員  １００．０％  

・指標を達成できた。  

 

 

・【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 
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４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①自身の業務を適切にマネジメント

する。 

・業務の内容や時間と，教育効果の関

係を意識した働き方を進める。 

・計画的に業務を遂行するとともに，

リフレッシュデーの取得に努める。 

 

②インターネットバンキングや学校

徴収金システム等を活用するととも

に，地域学校園の事務職員が連携して

学校事務を共同実施する。 

 

③気兼ねなく相談し合えたり，定時退

勤したりしやすい雰囲気づくりに努

める。 

 

④ＩＣＴ等を使った教材を積極的に

共有し，教材研究の効率化に努める。 

 

⑤①から④について管理職が適切な

指示や助言等を行うとともに，教職員

のモチベーションを保つような業務

の縮減や効率化等を工夫する。 

B 

【達成状況】 

○教職員 ９１．７％ 

・指標を達成できた。  

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者・地域の 

肯定的回答９０％以上 

①乗り入れ授業やあいさつ運動，小６

児童の中学校訪問，宮っ子チャレンジ

など，児童・生徒・職員が交流する教

育活動を実施する。 

 

②地域学校園各部会や児童生徒指導

強化連絡会等での情報を校内で共有

する場を設定する。 

 

③学校間の相互支援による学校事務

の効率化を図る。 

 

④各種便りやＨＰ，学校園の通知等に

おいて，保護者や地域へ効果的に伝わ

るよう内容を工夫する。 

B 

【達成状況】 

▲児童  ８９．８％  

▲保護者 ８２．６％  

▲地域  ８５．７％  

・指標を達成できなかったが，保護者の

数値は昨年度よりも上がった。 

・①②③の取組は十分に実施できた。 

 

【次年度の方針】  

・実施したことについて，地域の人にも

伝わるように，発信の仕方を工夫する。  

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

⇒児童・保護者・地域の 

肯定的回答９０％以上 

①魅力協と連携して保護者や地域ボ

ランティア，地域の企業等の協力を得

るとともに，協力者などの意見を踏ま

え，活動内容の改善を図る。 

 

②学校行事・授業参観・オープンスク

ール・土曜授業等で児童の多様な教育

活動を公開する。 

 

③ＨＰや学年だより等を積極的に活

用して保護者や地域に発信する。 

B 

【達成状況】 

○児童  ９０．３％ 

▲保護者 ８８．１％  

▲地域  ８６．４％  

・指標を達成できなかったが，保護者の

肯定的回答は前年度比＋２．４ポイント

であった。 

 

  【次年度の方針】  

・今年度の取組を継続するとともに，地

域のボランティアの協力を呼びかけて

いく。 

・ＨＰの更新をさらに充実させていく

とともに，さくら連絡網で活動の様子を

発信していく。 
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６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

⇒教職員・保護者・地域の 

肯定的回答９０％以上 

①ヒヤリハット事例を校内で共有す

るとともに，日々の活動の中での点検

や月１回の安全点検を適切に実施し

適切に処置する。 

 

②市教委と連携し，必要に応じて，早

急な改善や予算措置等の要求を行う。

特に，老朽化に伴う不具合や危険個所

は継続的に市教育委員会に相談する。 

 

③学校施設を貸与している団体と適

宜連絡を取り，学校施設の安全な使用

について具体的に働きかける。 

B 

【達成状況】 

○教職員 １００．０％ 

▲保護者  ８６．４％ 

○地域   ９１．７％ 

・指標を達成できなかったが，学校業務

や機動班を中心に，児童が安全に生活で

きる環境を整えた。 

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答 

１００％ 

①ＩＣＴ支援員と連携しながら，デジ

タル機器の設定や授業への活用方法

等を工夫して授業実践するとともに，

個々で作成したデジタル教材を共有

して効率化を図る。 

 

②ＩＣＴに関する職員研修や自己研

修等に取り組むとともに，情報教育部

会が中心となり，職員間での情報交換

や授業参観を行う。 

B 

【達成状況】 

▲教職員 ９５．８％  

・教職員の肯定的回答についての指標

は達成することができなかったものの，

前年度比+６．５ポイントとなった。 

【次年度の方針】 

・②について，情報教育部会が中心とな

り，ＩＣＴに関する研修を定期的に行

う。 

 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者・ 

地域の肯定的回答９０％以上 

①職員が率先してあいさつを行うと

ともに，「みず台３つの約束」の「元気

なあいさつ」で，あいさつの対象者を

具体的に明示しながら指導する。 

 

②児童会を中心とした「あいさつ運

動」を行う中で，当番児童や運営委員

会児童以外の多くの児童が運営に参

加できるよう工夫することで，児童の

意識がより高まるようにする。 

 

③「みず台３つの約束」の「正しい言

葉づかい」の指導を継続するととも

に，学年だよりの「心のふるさとコー

ナー」に指導内容を掲載する。 

 

④あいさつ強化月間を設定し，あいさ

つの励行などを各学年の月間の生活

目標に掲げる。 

B 

【達成状況】 

▲児童  ８８．９％ 

○教職員 ９１．７％ 

▲保護者 ７８．７％ 

○地域  ９１．７％ 

・指標を達成できなかったが，前年度よ

り０．９％上回っている。  

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続し，あいさつ強化

月間を設定し，あいさつを励行する。 

Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活

をしている。 
【数値指標】 

⇒児童・教職員の肯定的回答 

９０％以上 

①「みず台３つの約束」を児童指導の

柱とし，日常生活の中で児童に意識さ

せるために，学年の実態に応じた生活

目標を設定して指導する。 

 

②「よい子の一日」や「よい子の学習

のきまり」を活用して，きまりやマナ

ーの意義を考える機会を定期的に設

定する。 

B 

【達成状況】 

○児童   ９１．９％ 

○教職員 １００．０％ 

・指標を達成できた。 

 

【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続し，引き続き学年

の実態に応じた指導を行っていく。 

 

Ｂ３ 児童は，縦割り班や 

グループで，協力し合っ 

て活動している。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的回答 

９０％以上 

 

①縦割り班活動において，児童が活動

に見通しを持って主体的に取り組め

るように，目標や課題の提示の仕方な

どを工夫する。 

 

②上級生の自覚とリーダー性を養っ

たり，下級生が上級生への親しみや憧

れ，感謝の気持ちをもったりできるよ

うに，縦割り班活動の中に学び合いの

活動を取り入れる。 

B 

【達成状況】 

○児童  ９２．８％  

・指標を達成した。  

・オリエンテーリングなど児童主体の

活動ができた。 

 

 【次年度の方針】 

・今年度の取組を継続する。  
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〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【項目全体について】 

・ 全２３項目中，指標を達成したものはＡ４，Ａ１０，Ａ１５，Ａ１６，Ｂ２，Ｂ３の６項目で，昨年度より３項目増

えた。また，達成できなかったが，設定値や市平均と同程度（－１ポイント以内）であったものはＡ８の１項目だっ

た。これら７項目については，基本的に今年度の取組を継続していく。 

【指標を達成できなかった項目について】 

・ 児童の肯定的回答が設定値を下回っていたものは９項目だった。その内の４項目はやや下回った程度（－２ポイント

以内）であるため，次年度は取組を実施する際に，その目的や意義をより明確に伝えていくことで指標を達成できると

考える。 

・ 保護者の肯定的回答が設定値を下回っていたものは８項目だった。その内の３項目は前年度比でプラスとなってお

り，保護者に寄り添った対応を心がけたり，各種たよりや学校ホームページ等で取組を周知したりした成果と考える。 

・ Ａ１１，Ａ１７，Ａ１８については，児童の肯定的回答が高いのにもかかわらず，保護者や地域住民の肯定的回答が

大きく下回っていることから，学校の取組や児童の様子を地域に向けて発信し，理解を促していく必要がある。 

 

７ 学校関係者評価 

・ 本年度は，特にＢ１（あいさつ）の取組を充実させたいとのことであったが，実際に子供たちのあいさつの声がよく聞

こえるようになり，横断歩道を渡った後に，待っている車に向かって会釈をしたりするなど，礼儀正しいと思う態度に好

感がもてた。 

・ Ａ１８（地域との連携・協力）の結果が良好であった。地域協議会が学校に関わる機会が増えており，活動が充実した

成果だと考える。次年度も，効果的なボランティアの募集・活用の仕方などについて工夫していきたい。 

・ Ａ４（健康・安全）について，子供会がなくなり，登校班の方法が変化する中，誰がどう子供の安全に関わっていく

か，とくに登下校時の見守りについて地域住民との連携を考えていきたい。 

・ それぞれの立場で活動は十分にやっているのに，広報活動が足りない。学校ホームページ等の充実を図り，地域と学

校・教職員が連携して行っている様子を広く知らしめてほしい。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

本校は「よく学び 心のふるさと みずほだい」を合言葉に，児童にととって「居がいのある学校づくり」を進めてい

る。その中心ともいえるＡ１１（いじめ防止），Ａ１２（不登校の未然防止），Ａ１３（一人一人を大切に），Ａ１４（分か

る授業）の４項目において児童の肯定的回答が高く，また，地域に方からあいさつの様子について好意的な評価をいただ

いたことは今年度の大きな成果と言える。 

 次年度についても，「居がいのある学校づくり」を更に進めるとともに，今年度は十分な成果を挙げられなかった取組に

ついても，保護者・地域と連携しながら改善していきたい。 

 


